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要　　　旨

学生の自己教育力育成を目的とした保健看護学科の自己教育力研究チームは、本学生命健康

科学部の平成18年度入学生を対象に、自己教育力とその関連要因の入学時の実態を質問紙調査

した。その結果、以下のような特徴がみられた。

1.自己教育力の総得点は、生命医科学科より保健看護学科の方が有意に高かった。

2.自己教育力の4側面のうち、側面II「自己の対象化と統制」、側面III「学習の技能と基盤」、

側面IV「自信・プライド・安定性」の得点は、生命医科学科より保健看護学科の方が有意

に高かった。

3.自己教育力の各側面(I,II,III,IV)の得点は、側面I「成長・発展への志向」が最も

高く、側面IVが最も低かった。

4.関連要因として調査した自己効力感及び自尊感情の得点は、両学科間に有意差は認められ

なかった。

今後は、縦断的に自己教育力、自己効力感、自尊感情等を継続して調査し、教育との関連性

を総合的に検討していく必要がある。

キーワード:自己教育力,看護大学生,自己効力感,自尊感情

I.はじめに

自己教育力とは臨教審1)によると生涯にわたる

人間形成の基礎を培うために必要な主体的に学ぶ

意思、態度、能力などをいうとされ、 KnOwles'、

梶田3)、森ら4)は主体的に自力で学習するのみで

なく、目標の自己決定や自己評価等、 "自分をど

のように教育するか"といった自己統制の要素等

が含まれると述べている。

本学部は新設学部として、生命医科学科と保健

看護学科の二っの学科を有する。生命医科学科は

病気の予防や健康増進等を総合的・専門的に学び、

保健看護学科は看護学に加えて医学とバイオの基

礎を学び、将来それぞれの立場から社会に貢献で

きる有能な人材を育成することを目的としている。

両学科に共通することは、共に生命と健康にかか
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わる専門職として期待されていることである。し

たがって、将来、専門職としてその役割を果たす

には、日進月歩の医療や社会のニーズに対応する

ための自己教育力を高めることが必要である。卒

業までに自己教育力がどのように変化し、何が関

連するか等を調査することは学部教育上の有効な

資料が得られると考える。

保健看護学科の自己教育力研究チームは、 2006

年度から看護大学生の自己教育力育成を目的とし

た研究に取り組み、これまでに、自己教育力に関

する研究論文の概観5)、自己教育力の概念検討・

関連要因の特定・測定尺度の検討6)を手がけてき

た。

本稿ではこれまでの分析結果から、特定された

自己教育力尺度7)と関連要因を用いて、入学時に

おける自己教育力の実態を学科別に調査したので

報告する。

Ⅱ.研究方法

1.対象:平成18年度生命健康科学部入学生、保

健看護学科81名、生命医科学科66名。

2.調査実施時期:平成18年4月12日。

3.調査方法:既存の尺度を用いた無記名自記式

質問紙による集合調査。

4.倫理的配慮:この調査は、本学の倫理委員会

の承認を得た後、研究の目的、調査の趣旨につい

て書面と口頭で説明し実施した。質問紙の回収箱

への投函をもって同意が得られたものとした。回

収時は、研究者以外の教員が担当した。

5.調査内容:調査内容は、個人の属性(9項目)

と自己教育力(西村の自己教育力尺度40項目)お

よび関連要因として、自己効力感(坂野・東傑8)

の一般性セルフ・エフイカシー尺度16項目)と自

尊感情(ROsenbergの自尊感情尺度(邦訳版9))

10項目)である。調査項目は、合計65項目であっ

た。以下に各尺度の概要と回答方法について述べ

る。

自己教育力:梶田は自己教育性を「I成長・発

展への志向」 「Ⅱ自己の対象化と統制」 「Ⅲ学習の

技能と基盤」 「Ⅳ自信・プライド・安定性」の4

側面で捉え、その実現を判断するためにiォn

Ⅳの側面に各10項目の質問項目の「自己教育性調

査票」を作成した。本調査で使用した西村7)の自

己教育力尺度は、梶田の自己教育力測定尺度「自
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己教育性調査票」にⅢの側面の10項目を追加して

合計40項目とし、 4側面すべてを捉える尺度へと

改訂したものである。回答方法は「あてはまる」

5点、 「ややあてはまる」 4点、 「どちらともいえ

ない」 3点、 「ややあてはまらない」 2点、 「あて

はまらない」 1点の5段階リッヵ-ト型評定とし

た。総得点範囲は、 40-200点で、高得点者ほど

自己教育力が高いことを示す。

自己効力感:社会的学習理論では、ある行動を

うまく行うことができるかという個人の確信を

「自己効力(セルフ・エフイカシー: self-efficacy)」

と呼んでいる。本調査で使用した一般性セルフ・

エフイカシー尺度は、坂野と東条が、 Bandura

の社会的学習理論に基づき自己効力感の強弱を測
∴　1　　　　　　ゝL　.　　　′′　　　　　　　ヽ　　　　t l　　　こ　/∴　　　_　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　′一一一~

疋する為に作取LT=尺皮であり、巧守正の場卸やイ丁

動ではなく、一般的で具体的な場面での自己効力

を測定するために作成された自己効力感尺度であ

る。質問項目は16項目で、回答は「はい」 1点、

「いいえ」 0点の2件法である。得点範囲は0-

16点で、高得点者ほど自己効力感が高いことを示

す。

自尊感情:自尊感情とは、人が自分自身のこと

についてどのように感じるかという感じ方のこと

で、 ROsenberg. M (1965)は他者との比較でな

く白身で自己への尊重や価値を評価する自尊感情

測定尺度を作成した。本調査では、 ROsenbergが

作成した自尊感情測定尺度の、山本ら(1982)10)

による邦訳版を使用した。質問項目は10項目であ

り、回答方法は「あてはまる」 5点、 「ややあて

はまる」 4点、 「どちらともいえない」 3点、 「あ

まりあてはまらない」 2点、 「あてはまらない」

1点の5段階リッカート型評定である。得点範囲

は、 10-50点で、高得点者ほど自尊感情が高いこ

とを示す。

6.分析方法:自己教育力の総得点と各側面およ

び自己効力感・自尊感情の得点は、 Mann-

WhitneyのU検定にて2学科間の比較を行った。

それぞれ、 P値が5%未満を統計学的有意と

した。統計処理には、 SPSS (Ver.14J) for

WindOwsを用いた。

Ⅲ.結果

調査票の回収率は95.2%であり、有効回答率は

98.6%であった。有効回答数138名の内訳は、保
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健看護学科79名(学科総数81名・回収率97.5%)

生命医科学科59名(学科総数66名・回収率89.4%)

であった。

1.対象者の属性

両学科の平均年齢は保健看護学科18.2±1.0歳、

生命医科学科18.1±0.5歳であり、その他の属性

(表1)においても大きく違いはみられず、入学

後一人暮らしを始めた学生が両学科共に増加して

いる。ただし、保健看護学科の方が女子学生の割

合が高かった。

表1　対象者の属性

保健看護学科(n=79)生命医科学科:n=59)

名　　(%)　　　　名　　(%)

性別

入試形態

同居有り

入学前同居者

男性

女性

一般人試

問gSHs

入学前

入学後

家族

その他

12　(15.2)

67　(84. 4)

46　(58. 2

33　(41. 8)

78　(98. 7)

66　(83. 5)

78　(100ー0)

(0. 0)

37　(62. 7

22　(37. 3)

32　(54. 2)

27　(45. 8)

57　(96. 6)

53　(89. 8)

57　(100.0)

(0. 0)

2.自己教育力、自己効力感、自尊感情の学科別

比較

1)自己教育力(図1)

今回用いた自己教育力測定尺度全体の信頼性を

示すクロンバックのα係数は0.86であった。各側

面のα係数は0.51-0.76の範囲であった。

(1)自己教育力総得点

保健看護学科は平均135.6 (SD±15.7)点・中

央値138.0点であり、生命医科学科は平均127.6

(sD±15.8)点・中央値127点であった。両学科

の自己教育力総得点には有意差が認められた。

(2)側面I :成長・発達への志向

側面I IO項目の合計得点は、保健看護学科が平

均39.1 (SD±4.2)点・中央値39.0点、生命医科

学科は平均38.0 (SD±4.9)点・中央値39.0点で

あり、両学科に有意差は認められなかった。しか

し、 「自分の能力を最大限にのばすよう、いろい

ろ努力したい」、 「これから専門的な資格や学位な

どを取りたい」の2項目では有意差が認められ、

両項目共に保健看護学科の方が得点が高い傾向に

あった。

(3)側面Ⅱ :自己の対象化と統制

側面Ⅱ 10項目の合計得点は、保健看護学科が平

均33.6 (SD±4.8)点・中央値33.0点、生命医科

学科は平均32.4 (SD±4.2)点・中央値32.0点で

あり、両学科に有意差が認められた。項目別では

「いやになった時でも、もうちょっとだけもうちょっ

とだけ、と頑張ろうとする」の項目で有意差が認

められ、保健看護学科の方が得点が高い傾向にあっ

た。

側面I　　　　　　　側面Ⅱ　　　　　　　側面Ⅲ　　　　　　　側面Ⅳ
成長・発展への志向　自己の対象化と統制　学習の技能と基盤　自信.プライド.安定性

図1　自己教育力得点学科比較
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(4)側面Ⅲ :学習の技能と基盤

側面Ⅲ10項目の合計得点は、保健看護学科が平

均32.3 (SD±6.0)点・中央値32.0点、生命医科

学科は平均29.9 (SD±6.2)点・中央値29.0点で

あり、両学科に有意差が認められた。項目別では

「自分の調べたいことがある時に図書館(室)香

利用している」、 「自己評価する時には、自分の目

標にてらして行っている」、 「わからないことがあ

ると、すぐ人に聞く傾向がある」の3項目で有意

差が認められ、いずれも保健看護学科の方が得点

が高い傾向にあった。

(5)側面Ⅳ:自信・プライド・安定性

側面Ⅳ10項目の合計得点は、保健看護学科が平

均30.5 (SD±6.3)点・中央値31.0点、生命医科

学科は平均27.4 (SD±6.1)点・中央値28.0点で

あり、両学科に有意差が認められた。項目別では

「今のままの自分ではいけない、と思うことがあ

る(逆転項目)」、 「何をやってもだめだと思う

(逆転項目)」、 「自分のやることに自信を持ってい

る方だと思う」、 「生まれ変わるとしたなら、やは

り今の自分に生まれたい」、 「今の自分に満足して

いる」、 「自分にもいろいろとりえがあると思う」

の6項目で有意差が認められた。全項目で保健看

護学科の方が高得点であり、逆転項目の2項目で

も"あてはまらない"と回答する傾向が強かった0

2)自己効力感(図2)

保健看護学科の自己効力感得点は平均6.6 (SD

±3.9)点・中央値6.0点であり、生命医科学科は

平均5.4 (SD±3.9)点・中央値5.0点であった。

保健看護学科の方が高得点の傾向が認められるが

保健看護学科　生命医科学科

図2　自己効力感得点学科比較

1б

有意差はなかった。

3)自尊感情(図3)

保健看護学科の自尊感情得点は平均31.5 (SD

±4.0)点・中央値32.0点であり、生命医科学科

は平均28.9 (SD±6.4)点・中央値29.0点であっ

た。保健看護学科の方が高得点の傾向が認められ

るが有意差はなかった。

保健看護学科　生命医科学科

図3　自尊感情得点学科比較

Ⅳ.考察

本学部学生の、自己教育力に関する調査では、

保健看護学科の方が、生命医科学科の学生に比べ、

有意に自己教育力が高いという結果を得た。各側

面の結果においても、側面Iの「成長・発展への

志向」を除く、側面Ⅱ 「自己の対象化と統制」、

側面Ⅲ 「学習の技能と基盤」、側面Ⅳ 「自信・プ

ライド・安定性」で、保健看護学科の方が、生命

医科学科の学生に比べ、有意に自己教育力が高い

という結果であった。本調査は、入学時に実施し

た実態調査であり、入学時の属性は、性別以外に

大きな特徴的な違いはなく、また、先行文献にお

いて自己教育力に影響を及ぼす要因として挙げら

れた自己効力感、自尊感情についても、両学科に

有意な差が見られなかった。これらのことから、

保健看護学科の方が、生命医科学科の学生に比べ、

有意に自己教育力が高いという結果を得たことに

関連する要因を特定することは、本調査の結果か

らは困難である。

しかし、質問項目、側面I 「自分の能力を最大

限に伸ばすよう、いろいろと努力したい」、 「これ

から専門的な資格や学位などをとりたい」、側面
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Ⅱ 「いやになった時でも、もうちょっとだけもう

ちょっとだけ、と頑張ろうとする」、側面Ⅲ 「自

分の調べたいことがある時に図書館(室)を利用

している」、 「自己評価する時には、自分の目標に

てらして行っている」、 「わからないことがあると、

すぐ人に聞く傾向がある」において保健看護学科

の学生が有意に高い値を示していることから、保

健看護学科の学生は、入学時より自分の目標が明

確であり、その目標を達成しようとする意識が表

れているのではないかと思われる。保健看護学科

の学生の多くは、看護専門職者になり国家資格を

得るという目標を持って入学しており、この目的

意識の違いが、生命医科学科との入学時の自己教

育力の差に影響している可能性が考えられる。こ

の違いについて検証していくためには、生命医科

学科の学生の卒業後の目標をも捉えながら、経年

的に自己教育力について調査を実施していくこと

が求められる。

自己教育力の各側面の得点は、両学科ともに、

側面I 「成長・発展への志向」が最も高く、側面

Ⅳ 「自信・プライド・安定性」が最も低いという

結果であった。側面Iが高く、側面Ⅳが最も低い

という結果は、多くの先行研究において同様の結

果を得ている11ト17)。新案13)はこの傾向を、看護師

や看護学生を対象として実施した先行研究と比較

し、看護学生の特性ではないかとしている。しか

し、多久島ら16)の報告では、看護学学科の学生の

みならず、衛生技術学科の学生においても同様の

結果を示している。さらに、今回、資格取得を目

指していない、本学部生命医学科の学生において

も同様の結果を示した。そのため、この結果は、

看護学生を含む、大学生にとっての特性であるこ

とが推測され、青年期の自己同一性の確立という

発達課題を抱えている大学生にとって、 「達成・向

上したい」という意欲を強くもちながらも、 「自

分は何者なのか」、 「自分に何ができるのか」、 「自

分にはどんな価値があるのか」など模索している

状況を示しているのではないかと考える。梶田は、

側面Ⅳは、他の3つの側面を促進させる心理的基

盤となる3)と述べており、側面Ⅳがどのような要

因にて上昇していくかを継続的に検証して行くこ

とにより、白律した社会人育成のための大学教育

のあり方の資料となりうるのではないかと考える。

前述したように、今回の調査では自己効力感、自

尊感情において、両学科に違いは認められなかっ

た。自己効力感の得点は、自己効力感5段階評定

における学生の基準である5-8点(普通)8)に

両学科とも属し、自己効力感の示す「ある行動を

うまく行うことができるかという個人の確信」に

ついては、ほぼ平均的な値であった。また、自尊

感情に関しては、総得点50点中、両学科ともに約

30点前後であり、極端な自尊感情の高低は認めら

れなかった。多くの先行研究において、自己効力

感、自尊感情は自己教育力育成に関する要因であ

るとされており、今後も自己効力感、自尊感情、

ヵリキュラム、人生への目標などを経年的に調査

し、総合的に自己教育力との関連を検討していく

必要がある。

Ⅴ.結論

1.自己教育力の総得点は、保健看護学科の方が

有意に高かった。

2.自己教育力の4側面のうち、側面Ⅱ 「自己の

対象化と統制」、側面Ⅲ 「学習の技能と基盤」、

側面Ⅳ 「自信・プライド・安定性」の得点は、

保健看護学科の方が有意に高かった。

3.自己教育力の各側面の得点は、側面I 「成長・

発展への志向」が最も高く、側面Ⅳ 「自信・

プライド・安定性」が最も低かった。

4.関連要因として調査した自己効力感及び自尊

感情の得点は、 2学科間に有意差は認められ

なかった。
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